
７年に一度の式年祭　　
「小原大元神楽」の「綱貫」

（４ページに関連記事）
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夢
と
希
望
を
乗
せ
て

  
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ
う

　10 月 17 日（水）、町内の小学校 6 年生を対象に、
ふるさと夢プロジェクトの一環として、「夢と希
望を乗せて、ロケットを飛ばそう」を実施しまし
た。北海道の民間企業で宇宙開発事業を手がけて
いる株式会社植松電機の代表取締役 植

うえまつ
松 努

つとむ
 氏

を講師に招き、「思うは招く～夢があればなんで
もできる～」と題した講演に続いて、児童たちは
ロケット製作に挑戦。他校の児童と交流しながら、
１人１機ずつ製作して打ち上げを行い、ロケット
は時速 200㎞で快晴の空に飛んでいきました。

株式会社植松電機
代表取締役　植松 努 氏

ロケットを製作している時の子どもたち
は真剣そのもの。ものづくりの楽しさに
引き込まれていました。
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北広島の「夢プロ給食」　給食メニューコンテスト

樽
た る と こ

床民家の修復工事進行中国 指 定 重 要
有形民俗文化財
　教育委員会では、芸北民俗博物館（平成 31 年春まで休館）において、雪国の農家建築として発
達した中門（ちゅうもん）造りの民家（国重要有形民俗文化財）の解体・復元事業を行っています。
　今年は、事業の最終年度であり、民家の壁・床・天井板の貼りつけ、土間の三和土（タタキ）や
イロリの組み上げ、建具（戸）の補修、照明工事などを行います。
　平成 31 年３月の完成前には一般公開も予定していますので、お楽しみに！

茅葺き完成（６月時点）

建 物 内 の 様 子
（手前がイロリ）

屋根裏（アマダ）
※ 天井板には、町内の

古民家から提供され
た材も使用します。

問教育委員会 生涯学習課　IP ☎０５０－５８１２－１８６４

　子どもたちに食の大切さについて理解を深めてもらうことなど
を目的に、北広島町の食材を使用した「給食メニューコンテス
ト」を行いました。米、大豆、卵、ねぎ、キャベツ、ほうれん草、
トマト、りんごのいずれかを使うことが条件で、町内の小中高生

たっぷりんごサラダ
新庄小学校　５年

小
お が さ わ ら

笠原  大
だ い ち

智 さん

ほうれん草とそぼろのまぜご飯
壬生小学校　６年

花
は な の き

ノ木  優
ゆ り

里 さん

大豆のファラフェル＊

壬生小学校　６年
水
みずこし

越  歩
あ ゆ み

実 さん

最優秀賞 優秀賞 優秀賞

＊�ファラフェル…豆から作ったコロッケ
のような中東の食べ物

や一般の方から 483 点の応募がありました。
10 月 14 日（日）には、書類選考を通過し
た 9 点の試食審査を実施。新庄小学校５年
小
お が さ わ ら

笠原 大
だ い ち

智さんの、すりおろしりんごや卵
をふんだんに使った「たっぷりんごサラダ」
が最優秀賞に選ばれました。
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御綱祭

湯
立
て
神
事

神
迎
え

　

神
社
横
に
神
域
を
つ
く
り
、

釜
で
湯
を
沸
か
し
、
湯
の
中
に

幣
を
立
て
清
め
る
神
事
。
清
め

の
湯
は
、
神
迎
え
な
ど
の
神
事

に
使
用
さ
れ
る
。

　
大
歳
神
社
か
ら
約
1.5
㎞
離
れ

た
高
野
川
の
中
州
に
鎮
座
す
る

大
元
神
を
大
歳
神
社
に
迎
え
る

た
め
の
神
事
。

　
10
月
13
日
（
土
）・14
日
（
日
）、芸
北・

小
原
地
区
の
小
原
大
歳
神
社
で
７
年
に
一

度
の
式
年
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
小
原

大
元
神
楽
」
は
治
水
や
豊
作
を
願
っ
て
、

約
４
０
０
年
以
上
前
に
石
見
地
方
か
ら

伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
、
広
島
県
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
13
日
夕
方
、「
湯
立
て
神
事
」「
神
迎
え
」

と
い
っ
た
神
事
の
後
、
午
後
11
時
頃
か

　
天
蓋
と
一
緒
に
吊
る
さ
れ
た

約
20
㎝
四
方
の
小
枠
天
蓋
を
綱

を
引
い
て
上
げ
下
げ
し
た
り
、

左
右
に
揺
ら
し
た
り
し
、
大
元

神
楽
を
奉
納
で
き
る
か
占
う
。

　

早
朝
、
神
迎
え
の
逆
順
路

で
、
神
職
や
神
楽
団
員
ら
が
行

列
を
な
し
て
高
野
川
中
州
に
向

か
い
、
再
び
大
元
神
を
神
座
に

戻
す
。

　
綱
を
押
し
合
い
な
が
ら
揺
さ

ぶ
る
御
綱
祭
は
、綱
貫
と
同
様
、

囃
し
に
合
わ
せ
て
次
第
に
動
き

が
激
し
く
な
り
、
祭
り
の
雰
囲

気
は
最
高
潮
と
な
る
。

天て
ん
が
い蓋

7 年に一度の式年祭
小原大元神楽

綱つ
な
ぬ
き貫
・
御お

つ
な
ま
つ
り

綱
祭

神
送
り

ら
小
原
神
楽
団
が
神
楽
を
奉
納
。
未
明
に

は
、
式
年
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
、

神
職
や
神
楽
団
員
の
皆
さ
ん
が
、
龍
に
見

立
て
た
長
さ
約
12
ｍ
の
綱
を
上
下
左
右
に

動
か
し
な
が
ら
舞
殿
を
駆
け
回
る
「
綱つ

な
ぬ
き貫
」

（
表
紙
写
真
）
や
「
御お
つ
な
ま
つ
り

綱
祭
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
広
島
市
内
な
ど
か
ら
も
見
物
客
が

訪
れ
、
夜
明
け
ま
で
続
い
た
祭
り
の
熱
気

を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

参
考
文
献

『
広
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
小
原
大
元
神
楽
』

（
編
集
・
発
行　
小
原
大
元
神
楽
保
存
会
）
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担い手大学（仮称）の開校に向けた取り組み
　本町は、「第２次北広島町長期総合計画」を策定し、平成 29 年度から平成 38 年度までの
10 年間の総合的なまちづくりの指針を示しています。計画の重点方針を「地域に根付き、
未来を担う　ひとづくり」と定めています。
　このことから、北広島町の「未来を担うひとづくり」を推進するために、長期総合計画に
おける基本計画の５つの施策分野を学部として位置付けた「担い手大学（仮称）」を、平成
31 年度の開校に向けて準備を行っています。
「担い手大学（仮称）」では、各学部が作成する人材育成

プログラムによる担い手育成を通じて、地域が抱えるさま
ざまな課題の解決に取り組んでいきます。

人材育成プログラムの内容の検討では、町職員が組織や
年齢の壁を越え、横断的に関わりながら検討を行うことで、
これまで培ってきた知識や経験をプログラムに反映し受講
者に満足していただける内容にしたいと考えています。

平成 31 年度は、「楽しく学べるプログラム」をテーマに検討を進めています。今後、数
年計画で段階的にプログラム内容のレベルアップを図り、将来、さまざまな分野において活
動していただける人材の育成に取り組んでいきます。

このように、新しく「担い手大学（仮称）」に取り組むことで、町民と行政の協働による
地域課題の解決に取り組み、「住みたい、住んで良かった、住み続けたい」と満足感と幸福
感を感じることのできるまちづくりを推進していきます。

コンセプト
◆ 町民誰でも気軽に参加できるプログラム
　（18 歳以上）
◆ 楽しく学びながら、地域課題の解決に取り組む
◆将来、地域で活躍できる人材の育成

学部名と
担い手育成プログラムのテーマ
◆実りと活力創造学部（産業振興）
　「担い手安定経営を阻害する鳥獣害対策」
◆愛着創造学部（教育・文化・観光振興）
「親子で過ごす時間創造プログラム」
◆安心暮らし創造学部（保健・福祉）
　「程よい距離間で『心地よい』地域の見守り
　意識の醸成と育成」
◆�やすらぎ便利さ創造学部
　（環境・防災・ライフライン）
　「自主防災意識の向上」
◆官民一体の未来創造学部（地域振興）
「集落活性化の推進（地域リーダーの育成）」
「地域施工支援事業の推進（技術力の向上）」

担い手育成プログラムのテーマについ
て「学んでみたいこと」や「参加しやす
い環境」などについて、皆さんからの意
見を募集します。
　募集期間
　11月26日（月）～12月14日（金）
　本庁・各支所窓口に設置している「ま
ちづくり意見箱」への投書、または町ホ
ームページの「まちづくり意見箱」のい
ずれかの方法により意見を提出すること
ができます。意見の提出にあたっては、
タイトルを「担い手育成プログラムにつ
いて」とし、氏名、住所及び連絡先を記
載してください。

担い手育成プログラムについて
ご意見をお寄せください

問企画課 政策立案室
　IP ☎０５０－５８１２－１８５６
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歳入

決算まちの家計簿
平成29年度
一般会計歳入　170 億 9,266 万 7 千円　（前年度比11.4％増）

町税
　29 億 3,653 万 6 千円　

使用料・手数料、分担金・負担金
   ３億 2,549 万 4 千円

その他
   19 億 377 万 5 千円

地方譲与税
　2 億 2,513 万 8 千円
各種交付金
　4 億 9,346 万 4 千円

町債
 22 億 4,397 万 2 千円 

県支出金
 13 億 7,899 万 6 千円 

国庫支出金
 13 億 7,028 万 5 千円

地方交付税
62 億1,500 万 7 千円

※金額は四捨五入のため、内訳の合計が一致しない場合があります。
※金額横の矢印は、前年度決算と比較した増減を表しています。

歳入で最も大きな割合を占める地方
交付税は、前年度と比較して、2 億
2,944 万 1 千円減少しました。

自主財源

依存財源

町が借り入れた
お金（借金）

繰入金（貯金の
取り崩し）など

依存財源… 国や県から交付されたお金と
町が借り入れたお金

平成 29 年度の主な投資的経費
災害復旧費
■農林水産施設 29年災害復旧事業　1 億 7,445 万円
■公共土木施設 29年災害復旧事業　3 億 4,181 万円

商工費
■どんぐり荘改修工事　　　　　　��3 億 7,625 万円

教育費
■大朝体育館耐震補強及び改修工事　2 億 6,226 万円
■千代田中学校体育館大規模改修　　2 億 7,716 万円
■旧芸北中学校校舎等解体工事　　　　　9,299 万円

総務費
■戸谷集会所（希望の館）新築工事　　　4,905 万円

（前年度の繰越事業）

どんぐり荘

大朝体育館
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目的別

性質別

目的別 

性質別 

目的別

性質別

目的別 

性質別 

一般会計歳出　164 億 9,867 万 6 千円　（前年度比10.2％増）

議会費
　１億 202 万 5 千円
総務費
　20 億 4,831万 6 千円
民生費
   28 億 2,857 万 8 千円

衛生費
　7 億 98 万 6 千円
労働費
   615 万円
農林水産業費
　12 億 284 万 5 千円
商工費
　6 億 8,387 万 6 千円

諸支出金
  28 億 3,711万 9 千円

公債費
  21億 2,422 万円

災害復旧費
           5 億 3,084 万 2 千円 

教育費
 16 億1,078 万 7 千円 

消防費
 6 億 6,086 万 3 千円 

人件費
  27 億 5,588 万 8 千円

扶助費
  18 億 9,611万 7 千円

公債費
  21億 2,422 万円

物件費
  16 億 8,829 万 5 千円 

災害復旧事業費
5 億 2,825 万 5 千円 

普通建設事業費
 17 億 3,815 万 6 千円

繰出金
 21億 2,043 万 2 千円

貸付金
1,922 万円 

積立金
 5 億 5,805 万 3 千円  

補助費等
 24 億 4,157 万 7 千円 

平成 29 年度北広島町一般会計と９の特別会計の総決算額は、
歳入247億4,245万1千円、歳出239億6,102万8千円、

歳入歳出差引は、プラス7億8,142万3千円、
翌年度への繰越し分を差し引いた実質収支はプラス3億8,905万7千円となりました。

今後も経費削減や歳入確保に努め、財政健全化に取り組んでいきます。

目的別経費を構成比でみると、特別会計への
繰出金などの諸支出金が 17.2％　福祉に関す
る経費の民生費が 17.1％　町の借入金の返済
の公債費が 12.9％　となりました。

目的別　何のために使ったか（例　農業のために使ったら農林水産業費）

性質別　どのような使われ方をしたか（例　委託料に使ったら物件費）

性質別経費を構成比でみると、支出が義務付けられていて自由
に削減できない義務的経費（人件費、扶助費、公債費）が全体の
41.1％を占めています。
　人件費　前年度比 1.8％増　　扶助費　前年度比 4.4％減
　公債費　前年度比 4.2％減

積立金や
特別会計への
繰出金

借入金の返済

※金額は四捨五入のため、内訳の合計が一致しない場合があります。
※金額横の矢印は、前年度決算と比較した増減を表しています。

土木費
　11億 6,206 万 9 千円

児童福祉や社会
福祉の経費

環境や保健事業
の経費

生活保護費、児童手当、
医療給付など

賃金や委託料など

維持補修費
　6 億 2,846 万 3 千円

団体への補助金、
公営企業会計（水道・
病院）への支出

特別会計への
支出

道路や公共施設
の整備費などの
投資的経費

問財政課 財政係　IP ☎０５０－５８１２－１８５９

借入金の返済
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平成29年度�決算

会 計 名 歳　入 歳　出 事業内容
国民健康保険 24 億 5,857万3千円 23 億 2,137万2 千円 国民健康保険事業の運営、保険事業の実施
下水道事業 7億 9,926万4千円 7億 8,666万円 千代田・大朝・新庄の下水道処理施設の運営
農業集落排水事業 3 億 4,349万円 3 億 3,891万9 千円 千代田・豊平・芸北地区の農業集落排水処理施設の運営
介護保険 28 億 6,567万6 千円 28 億 6,372 万5 千円 介護保険事業の運営、介護予防事業の実施
電気事業 5,497万3千円 4,600万2 千円 芸北地区の川小田発電所（小水力）の運営
芸北財産区 40万8 千円 40万3千円 芸北財産区の運営に係る経費
診療所 2 億1,945万1千円 2 億 880万8 千円 雄鹿原診療所・八幡診療所・芸北歯科診療所の運営
情報基盤整備事業 6 億 2,613万4千円 6 億 2,572 万8 千円 きたひろネット（CATV）事業の運営
後期高齢者医療 2 億 8,181万5 千円 2 億 7,073万5 千円 後期高齢者医療制度に係る経費

◆北広島町水道事業会計
区分 収　入 支　出

収益的収支 5 億 8,542 万4千円 5 億1,962 万7 千円
資本的収支 6,650万円 2 億 8,287万2 千円

◆北広島町豊平病院事業会計
区分 収　入 支　出

収益的収支 3 億 7,741万3千円 3 億 9,072 万3千円
資本的収支 5,723万5 千円 8,549万 6 千円

項目 説明 平成29年度決算 平成 28 年度決算

実質赤字比率 一般会計などの赤字の
比率 ー （13.4％） ー

連結実質赤字比率 全会計の赤字の比率 ー （18.4％） ー

実質公債費比率 借入金の返済額などの
割合を表す指標 15.9％ （25.0％） 16.3％ 県内順位　23 位 /23 市町

県内平均　10.3％

将来負担比率 第三セクターを含めた
負債額の比率 94.0％ （350.0％） 89.5％ 県内順位　18 位 /23 市町

県内平均　104.5％

資金不足比率 公営企業の資金不足を
表す指標 ー （20.0％） ー

問財政課 財政係　IP ☎０５０－５８１２－１８５９

特別会計決算��

公営企業会計決算��

健全化判断比率など

※簡易水道事業は水道事業に統合しました。

　地方公共団体の財政健全化に関する法律において、平成 19 年度から毎年、決算に基づく
健全化判断比率や資金不足比率の公表が市町村に義務付けられています。

平成 29 年度決算において、赤字、資金不足はありませんで
した。また、いずれの数値も早期健全化基準以下でした。

（　）内は早期健全化基準。基準以上となった団体は、財政健全化計画の
策定等が義務付けられます。
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北広島町財政事情の公表
平成30年度上半期

　平成 30 年度上半期（平成 30 年 4月 1日
～ 9月 30 日）の北広島町の財政状況につい
てお知らせします。
　9月 30 日現在の各会計別の執行状況、地
方債（町の借金）の現在高、4月 1日現在の
町有財産の状況は表のとおりです。
なお、各会計とも 9月 30 日現在、一時借入
金（支払資金の不足を補うための借入金）は
ありません。
問財政課 財政係
　IP ☎０５０－５８１２－１８５９

各会計別執行状況
会計名 現計予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 171 億 9,225 万 8 千円 75 億 9,779 万 1 千円 44.19％ 63 億 3,634 万 8 千円 36.86%
国民健康保険特別会計 24 億 600 万円 9 億 7,336 万 8 千円 40.46% 7 億 5,851 万 8 千円 31.53%
下水道事業特別会計 10 億 1,400 万円 3 億 8,401 万円 37.87% 3 億 197 万円 29.78%
農業集落排水事業特別会計 3 億 4,800 万円 2 億 2,291 万 5 千円 64.06% 1 億 4,739 万 9 千円 42.36%
介護保険特別会計 28 億 9,000 万円 12 億 5,190 万 6 千円 43.32% 11 億 9,758 万 3 千円 41.44%
電気事業特別会計 5,700 万円 2,280 万 7 千円 40.01% 1,869 万 1 千円 32.79%
芸北財産区特別会計 50 万円 4 万 3 千円 8.60% 3 万 9 千円 7.80%
診療所特別会計 2 億 50 万円 9,277 万 1 千円 46.27% 8,136 万 2 千円 40.58%
情報基盤整備事業特別会計 6 億 1,400 万円 2 億 7,175 万 6 千円 44.26% 2 億 2,570 万 4 千円 36.76%
後期高齢者医療特別会計 2 億 9,400 万円 1 億 4,618 万 6 千円 49.72% 1 億 2,263 万 2 千円 41.71%

＜北広島町水道事業会計＞
予算額（収入） 収入済額 収入率 予算額（支出） 支出済額 執行率

収益的収入・支出 5 億 6,284万9 千円 2 億 8,233 万1千円 50.16% 5 億 4,478 万 2 千円 2 億 328 万 6 千円 37.32%
資本的収入・支出 2 億 230 万 2 千円 1 億 2,820 万円 63.37% 4 億 8,435万 9 千円 2 億 3,990万 8 千円 49.53%

＜北広島町豊平病院事業会計＞
予算額（収入） 収入済額 収入率 予算額（支出） 支出済額 執行率

収益的収入・支出 3 億 1,124 万 2 千円 2 億 537万 4 千円 65.99% 3 億 2,779万 5 千円 2 億 522 万7 千円 62.61%
資本的収入・支出 7,313 万 9 千円 2,895 万 5 千円 39.59% 9,813 万 9 千円 2,895 万 5 千円 29.50%

地方債の現在高
会計名 現在高

一般会計 153 億 4,993 万円
下水道事業特別会計 33 億 213 万 9 千円
農業集落排水事業特別会計 20 億 5,775 万 9 千円
電気事業特別会計 2 億 5,029 万 5 千円
診療所特別会計 624 万 7 千円
情報基盤整備事業特別会計 9 億 1,097 万 4 千円
北広島町水道事業会計 21 億 5,589 万 3 千円
北広島町豊平病院事業会計 7 億 1,304 万 9 千円

合計 247 億 4,628 万 7 千円

町有財産の状況（土地・建物）
区分 土地 建物

本庁舎 2 万 8,036㎡ 1 万 3,731㎡

その他の行政機関
消防施設 6,704㎡ 2,991㎡
その他施設 0㎡ 0㎡

公共用財産

学校 19 万 8,915㎡ 4 万 3,053㎡
公営住宅 6 万 544㎡ 2 万 3,589㎡
公園 35 万 1,797㎡ 1 万 8,447㎡
その他施設 144 万 8,407㎡ 7 万 7,792㎡

山林 4,734 万 6,071㎡ 0㎡
その他 142 万 1,798㎡ 2 万 9,783㎡

合　　　計 5,086 万 2,272㎡ 20 万 9,386㎡

基金残高の状況
会計名 現在高

財政調整基金 14 億 9,633 万円
減債基金 2 億 1,645 万 9 千円
地域振興基金 6 億 6,402 万 4 千円
国民健康保険財政調整基金 1 億 2,451 万 3 千円
介護給付費準備基金 1 億 1,819 万 5 千円
電気事業基金 2,574 万 5 千円
ふるさと基金 3,933 万 3 千円
過疎地域自立促進基金 3 億 1,907 万 3 千円
その他 1 億 5,702 万 1 千円

合計 31 億 6,069 万 3 千円※四捨五入のため、内訳の合計が一致しません。

9 Public Relations Kitahiroshima
  2018.12



こ
ち
ら 

ネ
ウ
ボ
ラ 

き
た
ひ
ろ
し
ま

  「
て
ご
て
ご
」
で
す

北
広
島
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

問
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

「
思
い
や
り
駐
車
場
」
に
つ
い
て

　
身
体
・
精
神
・
知
的
障
が
い
、
難
病
、

高
齢
、
け
が
、
妊
娠
な
ど
に
よ
っ
て
、

車
の
乗
降
や
歩
行
が
難
し
く
な
っ
た
場

合
、
公
共
施
設
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
設
け
ら
れ
た
専
用
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
制
度
の
対
象
者

妊
産
婦
…
妊
娠
７
か
月
か
ら
出
産
後

１
年
６
か
月
ま
で
の
方
。
た
だ
し
、
出

産
後
は
１
歳
６
か
月
以
下
の
乳
幼
児
と

同
伴
の
場
合
に
限
る
。

○
申
請

思
い
や
り
駐
車
場
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
利
用
証
の
種
類

　
利
用
証
の
種
類
は
、
対
象
者
に
よ
っ

て
２
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠

や
け
が
な
ど
に
よ
り
一
定
期
間
だ
け
の

利
用
の
場
合
は
右
の
利
用
証
（
有
効
期

限
入
り
）
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

○ 

対
象
と
な
る
施
設
（
利
用
証
が

使
え
る
施
設
）

　

対
象
と
な
る
施
設
は
、「
思
い
や
り

駐
車
場
」
の
表
示
（
左
図
）
が
あ
る
施

設
で
す
。
広
島
県
の
利
用
証
は
、
す
べ

て
の
制
度
導
入
府
県
の
対
象
駐
車
場
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
も
ま
た
、
寒
い
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
。
つ
い
つ
い
大
人
は
外
に
出
る

の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
「
寒
さ
」
も

遊
び
に
な
り
ま
す
。

　
寒
い
朝
に
は
「
は
ー
」
と
吐
く
息
が

白
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
は

吐
く
息
が
白
く
な
る
な
ん
て
「
な
ん
だ

か
不
思
議
」。
息
の
吐
き
方
も
、「
フ

ー
」
で
は
、
白
く
な
り
ま
せ
ん
ね
。
大

人
が
上
手
に
白
い
息
を
吐
け
ば
、
子
ど

も
も
見
よ
う
見
ま
ね
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
す
。

　
寒
い
日
の
朝
の
霜
柱
は
、
形
や
、
朝

陽
に
光
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
す
る
様
子
や
踏

ん
だ
時
の
音
や
感
触
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

寒
い
日
で
も
子
ど
も
の
体
調
が
良
け

れ
ば
、
戸
外
に
出
る
こ
と
で
、
気
温

差
が
皮
膚
に
刺
激
を
与
え
、
免
疫
力

が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
生
後
１
か
月
を
過
ぎ
た
こ

ろ
か
ら
、
窓
を
開
け
て
新
鮮
な
空
気

を
室
内
に
入
れ
、
気
温
の
変
化
に
も

慣
れ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ネ
ウ
ボ
ラ
保
育
士
お
す
す
め

  「
寒
い
季
節
の
過
ご
し
方
」

利用証をルームミラーに表示
○
「
思
い
や
り
駐
車
場
」
利
用
方
法

この表示が
目印
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北
広
島
町
で
は
、
出
産
後
間
も
な
い

時
期
の
お
母
さ
ん
が
、
身
体
と
心
の
健

康
状
態
を
保
ち
安
心
し
て
産
後
を
過
ご

す
た
め
、
産
婦
健
康
診
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
産
後
は
心
身
と
も
に
体
調
を

崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。
ぜ
ひ
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
方

　
北
広
島
町
に
お
住
ま
い
の
産
婦
の
方

受
診
時
期
と
回
数

　
出
産
後
２
週
間
前
後
及
び

　
出
産
後
１
か
月
前
後
に
各
１
回　

内
容

　
問
診
、
診
察
、
体
重
・
血
圧
測
定

尿
検
査
、
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

産
婦
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

受
診
方
法

　
妊
娠
届
出
の
際
に
交
付
す
る
「
北
広

島
町
産
婦
健
康
診
査
受
診
票
」
を
、
委

託
医
療
機
関
及
び
助
産
所
の
窓
口
に
提

出
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
１

回
あ
た
り
５
千
円
を
上
限
に
健
診
費
用

を
助
成
し
ま
す
。
受
診
の
際
は
必
ず
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

委
託
医
療
機
関
以
外
で
の
受
診
及
び

詳
細
は
、
役
場
保
健
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
後
に
利
用
で
き
る
そ
の
他
の
事
業

産
後
ケ
ア
事
業

　
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
医
療
機
関

に
宿
泊
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
の
方

法
を
学
ん
だ
り
、
心
身
の
休
養
が
で
き

ま
す
。

産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
等
派
遣
事
業

　
ヘ
ル
パ
ー
が
、
妊
娠
・
出
産
や
子
育

て
に
関
す
る
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
話
し

相
手
に
な
り
、
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。

健　
康
　
信
通

第164回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

楽しく運動　いいこといっぱい！
私の元気づくり体験記

元気づくり推進事業は現在 56 会場で実施
中です。参加者の声を紹介します。

川
かわもと

本　彰
あきら

 さん　仲
な か よ

代さん
有間元気クラブ

（毎週火・木　午前８時 30 分～ 10 時）

　

私
た
ち
は
夫
婦
で
参
加
し
て
い
ま

す
。
男
性
は
１
人
だ
け
で
す
が
、
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
元
気
ク
ラ
ブ

に
参
加
す
る
時
間
は
、
ほ
っ
と
で
き

る
時
間
で
す
。
集
会
所
で
は
、
た
く

さ
ん
の
人
と
気
兼
ね
な
く
話
が
で
き

る
の
で
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

ま
た
行
く
所
が
あ
る
、
す
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
の
は
生
活
の
中
の
救

い
だ
と
思
い
ま
す
。
週
に
2
回
の
元

気
ク
ラ
ブ
は
、
生
活
の
中
で
メ
リ
ハ

リ
と
な
り
、
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
日

で
す
。
こ
う
し
て
、
み
ん
な
で
集
ま

れ
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
の
は
本
当

に
良
い
で
す
ね
。

【
ア
ル
コ
ー
ル
ま
め
知
識　
そ
の
⑨
】

　
今
回
は
、
お
酒
を
め
ぐ
る
法
律
の
話

で
す
。
実
は
、
日
本
は
お
酒
に
対
し
て

甘
い
国
な
の
で
す
。
24
時
間
お
酒
を
販

売
で
き
た
り
、
居
酒
屋
で
飲
み
放
題
が

あ
っ
た
り
、
公
共
の
場
で
も
飲
酒
で
き

る
な
ど
、
国
に
よ
っ
て
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
酒
の
席
で
は
無
礼
講

な
ど
、
酔
っ
払
い
に
も
甘
い
文
化
と
い

え
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
２
０
１
３
年
に
ア
ル
コ
ー
ル
健

康
障
害
対
策
基
本
法
と
い
う
法
律
が
で

き
ま
し
た
。
国
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル

に
よ
る
健
康
障
害
に
取
り
組
む
必
要
性

を
認
め
て
い
ま
す
。
特
徴
と
し
て
、
依

存
症
だ
け
で
な
く
、
健
康
問
題
と
し
て

ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
す
ぎ
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
の
効
果
と
し
て
、
酒
類
の

Ｃ
Ｍ
で
「
ご
く
ご
く
」「
ぐ
び
ぐ
び
」

な
ど
の
効
果
音
を
酒
造
会
社
が
自
主
規

制
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
連
載

で
以
前
紹
介
し
た
「
ド
リ
ン
ク
」
と
い

う
単
位
を
表
記
す
る
こ
と
や
、
酒
税
を

引
き
上
げ
る
こ
と
、「
酒
は
百
薬
の
長
」

と
い
う
考
え
か
ら
「
節
度
あ
る
飲
酒
は

２
ド
リ
ン
ク
ま
で
」
に
変
え
て
い
く
な

ど
の
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
・
武
藤 

岳
夫
医
師
）
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

おげんきカルタ
今月の一枚

仕事や介護・家事で疲れを
感じたとき、時には、自分
自身をほめて自身をねぎら
いましょう。

　
「
排
泄
ケ
ア
」
は
、
羞
恥
心
を
伴
う

デ
リ
ケ
ー
ト
な
こ
と
で
も
あ
る
た
め
、

尊
厳
を
傷
つ
け
な
い
配
慮
が
必
要
と
な

り
ま
す
。「
排
泄
ケ
ア
」
は
個
々
の
状

況
に
よ
っ
て
ケ
ア
方
法
が
異
な
り
ま

す
。
排
泄
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

①
排
泄
の
パ
タ
ー
ン
を
知
る

　

ト
イ
レ
に
行
く
時
間
帯
、
尿
の
量
、

食
事
や
水
分
を
と
っ
た
時
間
や
量
、
尿

モ
レ
の
あ
る
場
合
は
、
モ
レ
の
量
や
そ

の
前
後
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
排
泄
パ
タ
ー
ン
を
知
る
こ
と
で
、

ト
イ
レ
へ
誘
導
す
る
時
間
や
オ
ム
ツ
な

ど
の
排
泄
ケ
ア
用
品
の
取
り
換
え
時
間

の
目
安
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
環
境
を
整
え
る

　
ト
イ
レ
が
遠
い
、
廊
下
が
暗
い
、
和

式
便
器
が
使
い
に
く
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
モ
レ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ
の
近
く
に
部
屋
を

移
す
、
廊
下
を
明
る
く
す
る
、
便
器
の

種
類
を
使
い
や
す
い
も
の
に
す
る
、
ト

イ
レ
に
手
す
り
を
つ
け
る
な
ど
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
適
切
な
排
泄
ケ
ア
用
品
・
用
具

　
排
泄
ケ
ア
用
品
・
用
具
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
の

体
型
や
状
態
な
ど
を
考
え
、
そ
の
人
に

適
し
た
も
の
を
使
う
こ
と
で
、
安
心
し

て
外
出
で
き
た
り
、
夜
ゆ
っ
く
り
休
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
便
通
を
整
え
る

　

排
泄
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、
お

腹
の
調
子
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

食
事
の
工
夫
、
運
動
や
お
腹
の
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
決
ま
っ
た
時
間
に
ト
イ
レ
に
誘

導
す
る
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
排
泄
ケ
ア
」「
介
護
用
品
の
選
び
方
」

な
ど
で
お
困
り
の
際
に
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
担
当
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に

排
泄
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

大
朝
地
域　

　
日
時　
12
月
５
日（
水
）・19
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

会
場　
大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー

芸
北
地
域

日
時　
12
月
12
日（
水
）・26
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　
芸
北
文
化
ホ
ー
ル

千
代
田
地
域　

日
時　
12
月
12
日（
水
）・26
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

　
会
場　
サ
ン
ク
ス
２
階
ス
キ
ッ
と
広
場

豊
平
地
域　

日
時　
12
月
12
日（
水
）・26
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

会
場　
豊
平
ふ
れ
あ
い
健
康
館

今
月
の
き
た
ひ
ろ
元
気
ア
ッ
プ
教
室
日
程

介護教室を開催

排泄ケア・ケア用品の選び方と工夫について学びました
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ほうれんそう入り
の卵焼き

溝口 2区の皆さんと

地域おこし協力隊通信・集落支援員だより

　
芸
北
コ
ッ
コ
、

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
10
月
初
旬
、
溝
口
２
区
の
食
事
会
で

芸
北
コ
ッ
コ
の
卵
を
使
っ
た
料
理
を
18

人
分
作
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
盆
過
ぎ
か
ら
の
産
卵
数
低
下
に
よ

り
、
ご
く
少
量
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
喜
び
上
手
・
褒
め
上
手
な
２
区

の
皆
さ
ん
が
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
り
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
１
年
目

の
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
と
き
か
ら

変
わ
ら
ず
接
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
と

と
て
も
穏
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

　
今
回
を
最
後
に
、
６
月
中
旬
か
ら
飼

い
始
め
た
コ
ッ
コ
た
ち
は
廃
鶏
と
し
て

燻
製
加
工
し
ま
す
。「
か
わ
い
そ
う
に
」

「
薄
情
な
」
と
お
声
が
け
い
た
だ
く
た

び
に
罪
悪
感
に
似
た
感
情
も
抱
き
ま

す
。
誰
よ
り
も
こ
の
鶏
た
ち
に
対
す
る

思
い
入
れ
は
あ
り
、
確
か
に
悲
し
さ
・

寂
し
さ
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
を

軸
に
し
て
し
ま
う
と
自
分
自
身
の
身
動

き
が
取
れ
な
く
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。今
は
そ
れ
ら
の
感
情
に
蓋
を
し
て
、

丁
寧
に
調
理
す
る
こ
と
・
お
世
話
に
な

っ
た
皆
さ
ん
と
美
味
し
く
い
た
だ
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

　
１
年
目
の
年
度
末
に
「
鶏
を
飼
い
た

い
」
と
宣
言
し
て
か
ら
、鶏
舎
の
建
設・

補
強
、
餌
・
資
材
の
提
供
、
卵
を
購
入

し
て
く
だ
さ
る
飲
食
店
や
個
人
の
皆
さ

ん
、
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
人
、「
コ

ッ
コ
は
元
気
？
」
と
お
声
が
け
く
だ
さ

っ
た
人
な
ど
、
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な

い
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ

て
成
り
立
っ
た
芸
北
コ
ッ
コ
で
し
た
。

１
年
半
と
い
う
至
極
短
い
時
間
で
未
だ

に
養
鶏
の
「
よ
」
の
字
も
わ
か
っ
て
い

な
い
飼
い
主
の
自
己
満
足
に
お
付
き
合

い
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
で
得
た
自
信

も
後
悔
も
引
っ
く
る
め
て
、
ま
た
次
の

ス
テ
ッ
プ
で
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
山や
ま
ぐ
ち口 

実み
さ
き咲
）

　

�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
着
任
と

　
長
笹
お
た
め
し
住
宅
の
利
用
者
の
声

行
政
組
織
の
再
編
成
が
あ
り
、
４
月

か
ら
地
域
づ
く
り
係
が
設
置
さ
れ
、
７

月
に
は
豊
平
地
域
に
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
と
し
て
前ま
え
だ田 

奈な

つ

え
津
枝
隊
員
が

着
任
し
ま
し
た
。

主
な
業
務
内
容
は
、
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
で
す
。
手
始

め
に
、作
ら
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い「
長

笹
よ
も
ぎ
大
福
」
の
試
作
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
先
日
は
長
笹
の
経
験
者
に

話
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
も
ぎ
摘
み
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
民
泊
中
だ
っ
た

東
京
都
立
田
園
調
布
高
校
の
修
学
旅
行

生
が
田
舎
暮
ら
し
体
験
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

ま
た
「
長
笹
お
た
め
し
住
宅
」
の
利

用
が
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
２
件

あ
り
ま
し
た
。
１
組
は
１
か
月
間
利
用

さ
れ
、
ち
ょ
う
ど
サ
サ
ユ
リ
が
咲
き
、

ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
時
期
で
し
た
。
自

然
と
静
け
さ
と
天
空
の
輝
き
を
満
喫
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
先
で
は
、広
島
県
か
、

岡
山
県
に
住
み
た
い
と
の
想
い
を
持
っ

て
お
ら
れ
、
ま
だ
決
め
か
ね
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
も
う
１
件
は
、
１
週

間
の
利
用
で
長
笹
を
起
点
に
、
周
辺
を

見
て
回
っ
て
、
あ
ま
り
大
き
く
な
い
空

き
家
を
探
し
て
い
る
方
で
し
た
。
利
用

後
の
感
想
に
、
田
舎
暮
ら
し
を
自
由
に

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
、
近
所
の
方
々

が
親
切
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
不

便
も
な
く
、
さ
み
し
く
な
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
備
品
に
つ
い
て
は
、
な
ん

で
も
そ
ろ
っ
て
い
る
な
あ
と
思
い
ま
し

た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

歩
ず
つ
前
へ
進
ん
で
い
ま
す
。

（
集
落
支
援
員　
中な
か 

英ひ
で
お雄
）

摘み取ったよもぎ

長笹よもぎ大福
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靉
光
記
念
北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画

像
展
は
、
壬
生
出
身
の
洋
画
家
、
靉
光

（
本
名 

石い
し
む
ら村 

日に
ち
ろ
う郎
）
の
生
誕
１
０
０

年
を
記
念
し
て
始
ま
り
、
今
回
で
12
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

靉
光
は
、
日
本
の
近
代
絵
画
を
代
表

す
る
有
名
な
画
家
で
す
が
、
特
に
、
戦

争
前
夜
に
描
か
れ
た
３
点
の
自
画
像

は
、
彼
の
作
品
の
中
で
も
最
高
傑
作
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
画
像
展
は
、
北
広
島
町
出
身

の
靉
光
の
こ
と
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知

っ
て
ほ
し
い
こ
と
と
、
児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ん
に
、
今
の
自
分
自
身
を
し
っ
か

り
と
見
つ
め
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で

始
め
ま
し
た
。

今
年
は
１
２
８
９
点
の
応
募
作
品
が

あ
り
、年
々
技
量
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

ど
の
作
品
も
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
自

身
を
深
く
見
つ
め
た
作
品
ば
か
り
で
、

と
り
わ
け
入
賞
さ
れ
た
方
の
作
品
は
、

１
人
ひ
と
り
の
個
性
を
、
観
る
者
の
心

に
強
く
印
象
付
け
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
30
点
を
入
賞
作
品
と
し
て

き
ま
し
た
が
、
レ
ベ
ル
の
向
上
に
合
わ

せ
、
今
年
か
ら
新
し
く
70
点
の
作
品
を

「
努
力
賞
」
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
こ
の
自
画
像
展
を
機
に
、
ふ
る
さ
と

北
広
島
町
や
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す

き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【靉光大賞】

本
ほ ん け

家 颯
そ う ま

眞さん
（川迫小学校４年）

【審査員特別賞】

林
はやし

 実
み お

穂さん
（芸北小学校５年）

【北広島町教育長賞】

桐
き り は ら

原 冬
と う ま

馬さん
（本地小学校５年）

【北広島町長賞】

内
な い と う

藤 明
あ す か

日佳さん
（豊平小学校６年）

第
12
回
靉あ

い
み
つ光
記
念  

北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画
像
展 
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優秀賞（全８点）
豊平小１年 飯

いいづか
塚　祐

ゆ う と
人 八重東小２年 中

な か の
野　結

ゆ い と
仁 芸北小３年 林

はやし
　実

み き
樹

八重東小４年 小
こいずみ

泉　凜
りん 芸北小５年 藤

とうどう
堂　瑛

え い た
多 芸北小６年 上

う え だ
田　朔

さ く た ろ う
太郎

千代田中１年 日
ひ だ か

高　咲
さ ほ

歩 広島新庄高２年 瀬
せ と

戸　ひなの

佳作（全８点）
八重東小１年 神

か ん な
名　美

み お
緒 豊平小２年 吉

きっかわ
川　明

あ き
希 八重小３年 土

ど い
井　みずき

芸北小４年 宗
そ う み

美　晃
こ う き

希 芸北小５年 小
お が わ

川　瑠
る な

菜 豊平小６年 横
よこたに

谷　彩
あ や の

乃
芸北中２年 山

やまわき
脇　平

たいら 千代田高１年 小
お の

野　あゆみ

入選（全10点）
新庄小１年 小

お が さ わ ら
笠原　晴

は る こ
子 八重東小１年 佐

さ く ま
久間　友

ゆ う や
哉 芸北小２年 堀

ほ っ た
田　寿

す ず
々

新庄小２年 柴
し ば た

田　雄
ゆ う た

太 新庄小２年 栗
く り す

栖　愛
あ い な

奈 大朝小３年 松
ま つ き

木　闊
かつ

本地小３年 繁
しげもり

森　晃
こう 川迫小４年 山

や ま だ
田　瑠

る い
倭 八重東小５年 冨

ふ き ん ば ら
金原　悠

ゆ う
生

千代田中３年 石
い し だ

田　琴
こと

努力賞（全 70 点）
芸北小１年 小

こ ま つ
松　一

か ず き
毅 新庄小１年 田

た む ら
村　悠

ゆ う と
人 壬生小１年 石

い し い
井　咲

さ ほ
帆

八重小１年 丸
まるやま

山　桃
も も か

果 八重小１年 岡
おかざき

崎　沙
さ な こ

那子 八重小１年 清
し み ず

水　柚
ゆ ず き

希
八重東小１年 境

さかい
　　はなん 八重東小１年 重

しげおか
岡　晋

し ん や
哉 豊平小１年 高

たかまつ
松　琉

る い
唯

豊平小１年 吉
きっかわ

川　月
ら い き

希 豊平小１年 峠
とうげ

　　陽
よ う た

太 芸北小２年 斉
さいとう

藤　隼
しゅんすけ

祐
芸北小２年 向

むかいだ
田　楓

ふ う か
華 大朝小２年 島

し ま だ
田　一

か ず き
輝　 新庄小２年 大

おおうち
内　彩

さ く ら
桜

壬生小２年 日
ひ だ か

高　芽
め い

衣 壬生小２年 岡
おかざき

﨑　花
はな 八重東小２年 海

う み さ
佐　碧

あ お と
十

八重東小２年 鍵
かぎ

　　美
み さ き

桜姫 本地小２年 濱
は ま だ

田　紗
さ ら

良 本地小２年 新
しんたに

谷　琉
る い

生
豊平小２年 大

おおたに
谷　美

み か
歌 新庄小３年 浅

あ さ の
野　芽

め お ん
音 新庄小３年 大

お お ま
麻　哲

てっぺい
平

八重小３年 槇
ま き た

田　菜
な の

乃 八重小３年 溝
みぞした

下　真
ま ゆ

結 八重小３年 岡
おかざき

﨑　蓮
れん

八重小３年 竹
たけした

下　明
め い さ

紗 八重小３年 中
な か の

野　愛
あ い ら

姫 八重東小３年 吉
よしもと

本　旭
あさひ

八重東小３年 稲
い な だ

田　陸
り く と

斗 八重東小３年 川
かわぐち

口　陸
りく 本地小３年 横

よ こ ろ
路　瑠

る か
花

豊平小３年 石
い し だ

田　優
に こ

笑 新庄小４年 松
ま つ だ

田　心
み く

空 新庄小４年 上
うえはら

原　仁
じんしょう

証
川迫小４年 楢

な ら き
木　想

そ う し
志 壬生小４年 土

と さ
佐　悦

え つ き
輝 壬生小４年 沖

お き の
野　碧

あおい

壬生小４年 山
やまもと

本　龍
りょうま

舞 壬生小４年 服
はっとり

部　ひな 八重東小４年 佐
さ く ま

久間　結
ゆ あ

愛
八重東小４年 久

く ぼ
保　結

ゆ な
菜 八重東小４年 出

いでうえ
上　夏

な つ き
希 本地小４年 島

しまたに
谷　ももこ

芸北小５年 大
おおまち

町　結
ゆ い な

菜 芸北小５年 藤
ふ じ い

井　千
ゆきのり

徳 芸北小５年 後
ご と う

藤　多
た え

恵
芸北小５年 橋

はしもと
本　亜

あ と む
斗夢 八重小５年 松

まつばら
原　海

か い と
斗 八重小５年 海

かいぐち
口　佑

ゆ う と
斗

八重東小５年 宮
みやもと

本　美
み の り

紀 八重東小５年 山
やました

下　さくら 本地小５年 寺
てらおか

岡　真
ま さ き

輝
豊平小５年 森

もり
　　教

の り か
華 芸北小６年 山

やまわき
脇　歩

あ ゆ こ
子 芸北小６年 尾

お ざ き
﨑　さくら

新庄小６年 大
おおしま

島　夕
ゆ う な

奈 新庄小６年 保
ほ て は ま

手濱　空
こ う き

輝 豊平小６年 坂
さ か た

田　拓
た く み

実
八重東小６年 石

い し だ
田　百

も も き
輝 本地小６年 河

か わ ち
内　心

こ こ み
美 豊平小６年 前

まえ
　　心

こ こ ね
音

豊平小６年 脊
せ と

戸　仁
じ ん し ろ う

心郎 芸北中１年 藤
ふ じ い

井　啓
はるのり

徳 芸北中１年 上
かみさこ

迫　沙
さ や

椰
豊平中１年 池

い け だ
田　夢

ゆめ 大朝中２年 山
や ま ね

根　涼
りょう 千代田中３年 谷

たにぐち
口　大

や ま と
和

広島新庄高２年 白
しらまさ

砂　あゆか

自画像展　入賞者

問千代田中央公民館　IP ☎０５０－５８１２－２２４９15 Public Relations Kitahiroshima
  2018.12



水
道
の
未
来
を
考
え
る
vol.3

問
上
下
水
道
課 

　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
１

北
広
島
町
の
料
金　
県
内
比
較

下
の
表
は
平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
で
の
、
１
か
月
あ
た
り
の
県
内
の

水
道
料
金
を
比
較
し
た
表
で
す
。

一
般
家
庭
で
利
用
さ
れ
る
割
合
の

多
い
水
量
20
㎥
～
30
㎥
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

北
広
島
町
の
基
本
水
量
で
あ
る
10

㎥
で
は
、
お
お
む
ね
県
内
の
真
ん
中

あ
た
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、20
㎥
、

30
㎥
と
水
量
が
多
く
な
る
に
つ
れ
北

広
島
町
の
水
道
料
金
は
安
い
方
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
県
内
各
市
町
に
は
基
本
水
量
が
10

㎥
で
は
な
く
８
㎥
で
あ
っ
た
り
、
料

金
の
支
払
い
が
毎
月
で
は
な
く
２
か

月
毎
だ
っ
た
り
と
料
金
体
系
や
徴
収

方
法
に
よ
り
、
利
用
者
の
料
金
負
担

の
感
じ
方
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
単
純
に
１
か
月
で
比

較
し
た
場
合
の
北
広
島
町
の
現
在
の

水
道
料
金
は
ご
覧
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

９
月
21
日
（
金
）、
第
３
回
検
討
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
広

報
へ
掲
載
し
た
水
道
事
業
の
課
題
や
、

上
記
の
よ
う
な
資
料
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
基
に
料
金
改
定
率
10
％
値
上

げ
を
基
本
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
10
％
値
上
げ
と
し
た
と
き
、

ど
の
よ
う
な
料
金
体
系
と
す
る
の
か
、

い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
で
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
公
益
社
団
法
人
日
本
水
道
協
会
が
策

定
し
て
い
る「
水
道
料
金
算
定
要
領（
平

成
29
年
３
月
改
訂
）」
で
は
、「
料
金
体

系
を
フ
ラ
ッ
ト
化
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ

ッ
ト
化
と
は
、
使
用
水
量
の
多
い
少
な

い
に
関
わ
ら
ず
料
金
単
価
は
均
一
と
い

う
考
え
方
で
す
。

単
純
に
現
在
の
料
金
体
系
を
そ
の
ま

ま
10
％
引
き
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
フ

第
３
回
北
広
島
町
水
道
料
金
等

検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

ラ
ッ
ト
化
も
取
り
入
れ
、
か
つ
、
ど
の

使
用
水
量
の
使
用
者
に
お
い
て
も
負
担

が
増
加
し
す
ぎ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
料
金
体
系

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
４
回
検
討
委
員
会
を
10
月

26
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
内
容

は
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
１
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

使用水量 単価（１㎥）
15㎥の時 140
40㎥の時 145
150㎥の時 155
600㎥の時 175

使用水量 単価（１㎥）
15㎥の時

16040㎥の時
150㎥の時
600㎥の時

フラット化の例
現在の料金体系 フラット化

単純に水だけではなく、水を供給するための
コスト（施設管理、維持）に見合った負担を
求めるという考え方から、フラット化が望ま
しいとされている

※　円（税込）、口径13ｍｍの場合 　　　　　　平成30年4月1日現在

707 
863 
874 
993 
1,252 
1,339 
1,360 
1,468 
1,544 
1,555 
1,620 
1,652 
1,707 
1,767 
1,863 
2,003 
2,182 
2,311 

0
大竹市 
海田町 
広島市 
福山市 
三原市 
呉市 

廿日市市 
竹原市 

北広島町
安芸高田市 
世羅町 
尾道市 

東広島市 
三次市 
庄原市
府中市 
熊野町 

江田島市 

2,051 
2,154 
2,354 
2,710 
2,980 
3,056 
3,088 
3,217 
3,337 
3,456 
3,614 
3,715 
3,720 
3,927 
4,093 
4,444 
4,666 
4,957 

0
海田町 
大竹市 
広島市 
福山市 
竹原市 

北広島町 
三原市 

廿日市市 
安芸高田市 
世羅町 
三次市 
呉市 
庄原市 

東広島市 
尾道市 
府中市 
熊野町 

江田島市 

3,455 
3,601 
4,546 
4,568 
4,600 
5,054 
5,248 
5,281 
5,292 
5,399 
5,461
5,816
6,415 
6,587 
7,106 
7,154 
7,603 
7,733 

0
海田町 
大竹市 
広島市 
北広島町 
竹原市 
福山市 
三原市 

安芸高田市 
世羅町 
廿日市市 
三次市 
庄原市 
呉市 

東広島市 
尾道市 
府中市 
江田島市 
熊野町 

使用料金（10㎥／月） 使用料金（20㎥／月） 使用料金（30㎥／月）
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●
冬
の
渇
水
期

　

冬
に
な
る
と
水
源
地
の
積
雪
の
た

め
、
川
や
沼
や
池
の
水
も
底
が
浅
く
な

り
、
水
源
の
水
が
乏
し
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
寒
さ
に
よ
る
凍
結
防
止
目
的

で
流
し
水
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
使

用
水
量
が
増
加
し
ま
す
。

　
一
家
庭
ご
と
の
使
用
水
量
の
増
加
幅

は
多
く
な
く
て
も
、
た
く
さ
ん
の
ご
家

庭
で
同
じ
よ
う
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、ま
と
ま
っ
た
水
量
と
な
り
ま
す
。

　
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
流
し
水
で
の
水
量
が
増
え
る
と
と

も
に
、漏
水
で
の
水
量
も
増
加
し
ま
す
。

　
昨
冬
の
大
寒
波
に
お
い
て
は
、
空
き

家
か
ら
の
漏
水
が
全
国
的
に
も
問
題
と

な
り
ま
し
た
。

　
渇
水
期
で
水
源
の
水
が
少
な
い
う
え

に
、
使
用
水
量
が
増
え
れ
ば
、
需
要
と

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
水
不
足
が

引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
ご
家
庭
ご
と
に
、
凍
結
・
漏
水
防
止

へ
の
意
識
を
持
っ
て
、
で
き
る
限
り
の

対
策
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
節
水
に
つ
い
て
も

あ
わ
せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に
注
意

　
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な

る
と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
凍
り
、
破
裂

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ

う
な
場
所
は
特
に
凍
結
防
止
の
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

・〝
む
き
出
し
”
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

・
北
向
き
で
、
日
の
当
た
ら
な
い
場
所

の
水
道
管

・
風
当
た
り
の
強
い
場
所
の
水
道
管

《
凍
結
を
防
ぐ
に
は
》

①
保
温
材
な
ど
に
よ
り
保
護
す
る
場
合

　

水
道
管
や
蛇
口
に
布
切
れ
や
毛
布
、

専
用
の
保
温
材
を
巻
き
、
ビ
ニ
ー
ル
テ

ー
プ
で
固
定
す
る
な
ど
し
て
、
濡
れ
な

い
よ
う
に
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
も
タ

オ
ル
や
布
き
れ
な
ど
を
詰
め
て
保
護
し

て
く
だ
さ
い
。

②
水
を
流
し
て
凍
結
を
防
ぐ
場
合

　

深
夜
に
１
、２
度
、
約
10
秒
か
ら
20

秒
く
ら
い
流
し
水
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
水
を
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
道

管
の
中
の
水
が
動
き
、
凍
結
し
に
く
く

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
深
夜
に
水
洗
ト
イ
レ
に
行
か

れ
る
こ
と
も
水
道
管
の
中
の
水
が
動
く

の
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

一
晩
中
水
を
流
し
続
け
る
こ
と
は
、

水
不
足
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
控
え
て
く
だ
さ
い
。

③
水
抜
き
に
よ
る
方
法

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
止
水
栓

を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
風
呂
場
の
浴
槽

な
ど
で
蛇
口
か
ら
水
を
溜
め
、
出
な
く

な
っ
た
後
に
屋
外
散
水
栓
な
ど
低
い
場

所
に
あ
る
蛇
口
を
開
け
て
水
を
抜
い

て
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
蛇
口
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

浴
槽
に
溜
め
た
水
は
、
後
か
ら
洗
濯
な

ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

《
家
を
し
ば
ら
く
留
守
に
す
る
と
き
は
》

　
前
述
の
③
水
抜
き
に
よ
る
方
法
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
１
月
、
２
月
の
大
寒
波
で

は
、
北
広
島
町
内
で
も
、
凍
結
破
損
に

よ
る
空
き
家
か
ら
の
大
量
の
漏
水
が
何

件
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
給
湯
器
に
も
注
意
！
》

　

給
湯
器
内
部
に
も
水
が
溜
ま
っ
て
い

ま
す
。
蛇
口
を
閉
め
て
も
給
湯
器
内
部

や
配
水
管
の
中
に
は
水
が
残
り
、
そ
の

水
が
凍
り
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
給
湯
器
の
凍
結
防
止
策
は
販
売

店
及
び
メ
ー
カ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
水
道
管
が
凍
結
し
た
と
き
は
》

　
凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
、
タ
オ
ル

や
布
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
〝
ぬ
る
ま
湯
”
を
ま
ん
べ
ん
な

く
か
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
熱
湯
を

急
に
か
け
る
と
、
ひ
び
割
れ
や
破
裂
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

《
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
》

　
町
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
る
世
帯
で

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
止
め
、
破

裂
し
た
部
分
に
し
っ
か
り
布
や
テ
ー
プ

を
巻
き
つ
け
て
応
急
処
置
を
行
い
、
最

寄
り
の
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

水道管の凍結・破裂に注意しましょう

ビニール
テープなど

タオル
保温材など
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ス
ト
ー
ブ
火
災
に
ご
用
心
!!

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119
火災情報
IP050-5812-8119

■
平
成
30
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
忘
れ
て
な
い
？　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に　
火
の
確
認
」

■
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
必
ず
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　
ス
ト
ー
ブ
は
簡
単
に
暖
が
と
れ
る
非
常
に
便
利
な
暖

房
器
具
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
火
災
が
発

生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災
か

ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
は
整
理
整
頓
す
る

　

ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
可
燃
物

が
あ
る
と
、
ふ
と
し
た
は
ず
み
で

ス
ト
ー
ブ
に
接
触
し
て
火
が
つ

い
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
ス
ト
ー

ブ
の
上
部
で
洗
濯
物
を
乾
か
す

と
洗
濯
物
が
ス
ト
ー
ブ
に
落
下

し
て
火
災
に
な
る
危
険
性
が
あ

る
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ト
ー
ブ
付
近
で
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
を
使
用
し
な
い

　

整
髪
料
や
殺
虫
剤
な
ど
の
エ

ア
ゾ
ー
ル
缶（
ス
プ
レ
ー
缶
）は
、

可
燃
性
の
ガ
ス
を
含
ん
で
い
ま

す
。
ス
ト
ー
ブ
付
近
で
使
用
し
た

り
、
放
置
し
た
り
し
て
し
ま
う
と

引
火
及
び
爆
発
の
危
険
性
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
就
寝
時
は
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
す

　

就
寝
中
に
火
災
が
発
生
す
る

と
、
逃
げ
遅
れ
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
必
ず
ス
ト
ー
ブ
の
火

を
消
し
て
か
ら
就
寝
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
外
出
す
る
際
に
も
必

ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

　
使
用
燃
料
を
確
認
し
て
給
油
す
る

　
油
種
を
誤
っ
て
給
油
し
て
し
ま

う
と
、
異
常
燃
焼
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
、
油
種
を
確
認
し
て
給

油
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ス
ト
ー

ブ
に
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
す
る

と
燃
料
に
引
火
し
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
火
を

消
し
て
か
ら
給
油
し
ま
し
ょ
う
。

　
電
気
ス
ト
ー
ブ
は
、
火
を
使
用
し
な
い
こ
と
及
び
給

油
の
必
要
が
な
い
た
め
安
全
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
と
同
様
に
周
囲
は
高
温
と
な
り
ま

す
の
で
、
ス
ト
ー
ブ
の
付
近
は
整
理
整
頓
を
心
掛
け
、

安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
積
雪
時
の
活
動
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す

　
降
雪
時
は
、
積
も
っ
た
雪
に
よ
っ
て
障
害
物
の
状
況

が
判
断
し
づ
ら
く
、
ま
た
、
足
元
が
悪
い
な
ど
、
夏
場

と
は
違
う
救
助
活
動
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
雪
山
な
ど
で
の
救
助
活
動
を
迅
速
・
確

実
に
行
う
た
め
、
毎
年
、
雪
中
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
訓
練
で
は
、
か
ん
じ
き
を
装
着
し
て
の
活
動
や
雪

山
で
の
要
救
助
者
搬
送
の
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
環
境
下
で
も
人
命
救
助
の
任
務
を
遂

行
す
る
た
め
に
、
年
間
を
と
お
し
て
訓
練
を
実
施
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
雪
害
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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農林課からのお知らせ
　
大
雪
に
よ
る
園
芸
施
設
等
の
倒
壊
を

防
ぐ
た
め
、
補
強
、
加
温
な
ど
の
対
策

を
行
い
、
被
害
が
最
小
限
に
な
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
各
対
策
に
お
け
る
共
通
事
項

・ 

降
雪
中
、
降
雪
後
の
作
業
は
人
命
最

優
先
で
行
い
ま
し
ょ
う
（
倒
壊
が
予

想
さ
れ
る
ハ
ウ
ス
に
は
入
ら
な
い
）。

・ 

作
物
を
栽
培
し
て
い
な
い
ハ
ウ
ス
は

被
覆
資
材
（
ビ
ニ
ー
ル
）
を
外
し
ま

し
ょ
う
。

●
補
強
対
策

　
積
雪
に
よ
る
屋
根
荷
重
増
加
に
対
応

す
る
た
め
の
補
強
で
す
。

〈
支
柱
に
よ
る
補
強
〉

・ 

荷
重
の
一
番
か
か
る
中
心
部
に
支
柱

を
据
え
ま
し
ょ
う
。

〈
水
平
張
り
に
よ
る
補
強
〉

・
接
合
部
分
が
強
度
不
足
に
な
ら
な
い

よ
う
接
合
場
所
の
位
置
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

※ 
支
柱
・
水
平
張
り
補
強
を
組
み
合
わ

せ
る
と
な
お
有
効
で
す
。

●
融
雪（
加
温
）対
策

・ 

加
温
設
備
の
あ
る
ハ
ウ
ス
で
は
、
で

き
る
だ
け
室
温
を
高
く
設
定
し
融
雪

を
促
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

加
温
設
備
の
な
い
ハ
ウ
ス
は
内
部
を

密
閉
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
ー
ブ

な
ど
を
持
ち
込
む
場
合
は
火
災
や
一
酸

化
炭
素
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
ウ
ス
周
辺
の
除
雪
対
策

・ 

降
雪
時
に
「
ず
り
落
ち
」
を
妨
げ
る

ハ
ウ
ス
横
の
残
雪
を
除
雪
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

��
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
雪
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

町
で
は
、
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く

地
域
を
「
農
用
地
区
域
」
と
し
て
定
め

て
、
優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
に
努
め

て
い
ま
す
。
農
用
地
区
域
内
の
土
地
に

つ
い
て
は
、
農
業
以
外
の
目
的
に
は
利

用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
や

む
を
得
ず
他
の
目
的
に
利
用
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
す
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
、

編
入
、
用
途
変
更
の
申
し
出
を
12
月
に

受
け
付
け
ま
す（
手
続
き
終
了
ま
で
に
、

最
短
で
も
６
～
７
か
月
の
期
間
を
要
し

ま
す
）。

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
場
合

は
、
決
め
ら
れ
た
除
外
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
除
外
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
原
則
と
し
て

除
外
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
自

己
所
有
地
で
農
振
農
用
地
区
域
以
外
の

土
地
は
な
い
か
、
十
分
検
討
し
た
う
え

で
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
12
月
３
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

����

農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
・

��

編
入
・
用
途
変
更
の
申
し
出
受
付

　
家
畜
の
飼
養
者
は
、
家
畜
伝
染
病
予

防
法
に
基
づ
き
、
毎
年
、
当
該
年
の
２

月
１
日
時
点
で
飼
養
し
て
い
る
家
畜
の

種
類
、
頭
羽
数
及
び
衛
生
管
理
の
状
況

に
つ
い
て
、
広
島
県
知
事
に
報
告
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
牛
、
水
牛
、
鹿
、
め
ん
羊
、

山
羊
、
馬
、
豚
、
い
の
し
し
、
鶏
、
あ

ひ
る
（
あ
い
が
も
を
含
む
）、
う
ず
ら
、

き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七

面
鳥
を
１
頭
（
羽
）
以
上
飼
養
し
て
い

る
方
で
す
（
愛
玩
動
物
も
対
象
）。

　

蜜
峰
を
飼
育
す
る
場
合
は
、
飼
育
群

数
の
多
少
に
限
ら
ず
、
毎
年
１
月
末
ま

で
に
「
蜜
峰
飼
育
届
」
の
提
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
園
芸
作

物
の
受
粉
交
配
用
に
飼
育
す
る
場
合
な

ど
届
出
が
不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

問
農
林
課 

農
業
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

芸
北
支
所
産
業
建
設
係
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
係
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
係
IP
☎
１
１
２
４

問
県
庁
畜
産
課

　
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
６
０
４

　
西
部
畜
産
事
務
所

　
☎
０
８
２
‐
４
２
３
‐
２
４
４
１

����

家
畜
飼
養
報
告
及
び

��

蜜
蜂
飼
育
届
に
つ
い
て
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幼保連携型認定こども園ふたば幼年消防クラブへ
宝くじの助成事業で鼓笛隊セット贈呈
　10月24日（水）、幼保連携型認定こども園
ふたば幼年消防クラブへ鼓笛隊セットを贈呈し
ました。この鼓笛隊セットは、一般財団法人自
治総合センターが行っている宝くじの社会貢献
広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源
としたコミュニティ助成事業で、幼年消防クラ
ブの育成及び防火思想の普及啓発活動を支援す
るものです。園児たちは、新しい楽器を手にし
て、とてもうれしそうにはしゃいでいました。

宝くじの助成金で整備した鼓笛隊セットとクラブ員たち

内閣府の社会参加活動事例に選定
本地・古川部落子供見守り隊が受章
　千代田地域本地の古川部落子供見守り隊が、
内閣府の社会参加活動事例に選ばれ、「社会参
加章」の書状と楯を授与されました。選考対象
は、社会参加活動を通じて充実した生活を送っ
ている、65歳以上の方を中心とする団体で、
平成30年度の選定は全国で44団体。古川部落
子供見守り隊は、登下校する本地小学校児童と
ともに往復４～５キロの通学路を毎日歩き、見
守りや交通指導を約15年間継続しており、他
校区への先駆的役割も果たしてこられました。

子どもから大人まで25人が標高739ｍに挑戦
千代田・南方地区振興協議会が堂

ど う と こ や ま

床山登山を企画
　10 月 20 日（土）、千代田地域の南方地区振興協議会が「堂床
山に登ろう会」を開催しました。旧南方小学校の校歌にも歌われ
た堂床山に登って親しもうと、協議会が初めて企画したもので、
地元の子どもから大人まで 25 人が参加。途中、中国電力株式会
社が島根県松江市から広島市まで送電している送電線の鉄塔にも
立ち寄りました。中国電力の方から、直径３㎝の電線 3 本で 22
万ボルトを送電していることや、松江市から広島市までの間に
380 本の鉄塔があることなどの説明を受け、参加者の皆さんは、
約２時間半かけて、標高 739.8 ｍの頂上に到着しました。

古川部落子供見守り隊の皆さんと箕野町長
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平 成 31 年 成 人 式
日　時　平成 31年１月 13日（日）
　　　　午後２時～４時（午後１時から受付）
会　場　千代田開発センター
対象者　 平成 10 年４月２日～平成 11 年４月

１日の間に生まれた方で、現在北広
島町に住所のある方、または北広島
町の出身（中学校卒業者など）の方

内　容　 式典・20 歳のメッセージ・記念撮
影など

その他　 成人式当日は、一般の方も入場でき
ます。

※ 対象者の方には、10 月中旬に案内通知を
送付しています。案内が届かないなど、ご
不明な点がありましたらお問い合わせくだ
さい。

問教育委員会 生涯学習課
　IP ☎０５０－５８１２－１８６４

大朝地域に、白バイタイプは県内初
山県交通安全協会が事故防止啓発看板
　交通事故防止を目的に、山県交通安全協会が
大朝地域の県道5号線沿いに啓発看板を設置し
ました。看板は白バイがデザインされ、赤色灯
が点灯するものです。広島県警によると、啓発
看板はパトカータイプが一般的で、今回の白バ
イタイプは県内初。10月25日（木）には同協会
や山県警察署の方による除幕式が開催されまし
た。山県郡内でも、死亡事故につながるような
事故が起きているため、啓発看板でドライバー
に安全運転を呼びかけたいと話していました。

◀設置された看板
▼�山県交通安全協会と関係者
の皆さん

どん北選手らとソフトテニス通じて交流
広島県・北広島町連携会談で湯

ゆ ざ き

﨑知事来町
　10月30日（火）、広島県と北広島町連携会談が
行われ、湯

ゆ ざ き
﨑 英

ひでひこ
彦広島県知事が北広島町を訪れま

した。会談に先立ち、湯﨑知事は豊平総合運動公園
でどんぐり北広島ソフトテニスクラブの監督やコー
チ、選手らと交流し、実際にソフトテニスを体験。
その後、役場本庁に会場を移し、箕野町長らと、町
で取り組んでいる元気づくり体操などのスポーツ振
興と地域活性化や、担い手育成対策などについて意
見交換を行いました。

アジア大会での金メダル獲得を報告
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　年末年始にかけての、「芸北広域きれいセンターへのごみの持ち込みやごみの収集」及び
「し尿の収集」についての日程をお知らせします。

年末年始
ごみの持ち込み・し尿の収集について

ごみの持ち込み ごみ
収集

12
月

19 日 ( 水 ) ○ ○
20 日 ( 木 ) ○ ○
21 日 ( 金 ) ○ ○
22 日 ( 土 ) × ×
23 日 ( 日 ) × ×
24 日 ( 月 ) ○ ○
25 日 ( 火 ) ○ ○
26 日 ( 水 ) ○ ○
27 日 ( 木 ) ○ ○
28 日 ( 金 ) ○ ○
29 日 ( 土 ) × ×
30 日 ( 日 ) ○ ×
31 日 ( 月 ) 臨時　午前 9 ～ 12 時のみ ○

1
月

1 日 ( 火 ) × ×
2 日 ( 水 ) × ×
3 日 ( 木 ) × ×
4 日 ( 金 ) ○ ○
5 日 ( 土 ) × ×
6 日 ( 日 ) ×（日曜開場なし） ×

芸北広域きれいセンター
受付時間：午前 9 時～ 12 時・午後 1 時～ 4 時
IP ☎０５０－５８１２－６５９５
日曜開場日（一般家庭ごみの持ち込みのみ）

12 月 2 日 ( 日 )・2 月 3 日（日）
年末臨時開場日

12 月 30 日 ( 日 ) 午前 9 ～ 12 時・午後 1 ～ 4 時
12 月 31 日 ( 月 ) 午前 9 ～ 12 時

臨時

し尿の収集
（大朝・千代田・豊平地域）
12
月

19 日 ( 水 ) ○電話受付締切
20 日 ( 木 ) ○
21 日 ( 金 ) ○
22 日 ( 土 ) ×
23 日 ( 日 ) ×
24 日 ( 月 ) ○
25 日 ( 火 ) ○
26 日 ( 水 ) ○
27 日 ( 木 ) ○
28 日 ( 金 ) ○
29 日 ( 土 ) ×
30 日 ( 日 ) ×
31 日 ( 月 ) ×

1
月

1 日 ( 火 ) ×
2 日 ( 水 ) ×
3 日 ( 木 ) ×
4 日 ( 金 ) ○
5 日 ( 土 ) ×
6 日 ( 日 ) ×

千代田衛生興業有限会社
IP ☎０５０－５８１２－３０６７

電話受付は
12 月19日（水）までに
お願いします

し尿の収集
（芸北地域）
12 月６日（木）
1月４日（金）

八幡・雄鹿原

12 月13 日（木）
1月10 日（木）

川小田・奥中原・
奥原・大利原・
苅屋形・草安・才乙・
土橋・南門原

12 月 20 日（木）
1月17 日（木）

美和一円

12 月 27 日（木）
1月 24 日（木）

細見・板村

株式会社クリンプロ
☎０８２６－
       ２８－１８８１

※ 芸北地域は地区
によって収集日
が異なりますの
で、ご注意くだ
さい。

ごみの持ち込みや、し尿の収集依頼は、年末は特に混み合いますので
お早めにお願いします。
問町民課 環境管理係　IP ☎０５０－５８１２－１８５４

22Public Relations Kitahiroshima
2018.12 



●申告の方法
　　償却資産課税台帳へ登録のある方、または

新規開業等をされた方へ「平成 31 年度償却
資産申告書」を 12 月上旬に送付します。同
封の償却資産申告書の手引きをご確認いただ
いて、申告書を作成し、期限までに提出して
ください。

　　また、北広島町ホームページに「償却資産
について」のページがあります。こちらから
申告書ほか各種様式をダウンロード・印刷で
きますので、ぜひご活用ください。

●申告期限　平成 31 年１月 31日（木）
●申告書の提出先
　持参の場合（マイナンバーカードまたは通知カードのご持参をお願いします）
　　役場税務課資産係または各支所住民係の窓口に提出してください。
　郵送の場合（マイナンバーカードまたは通知カードの写しの添付をお願いします）

　役場税務課資産係へ送付してください。
　控えが必要な場合は、返信用封筒（切手貼＋宛先記入）を同封してください。

　電子申告の場合
　　エルタックスによる電子申告も可能です。
　　くわしくはエルタックスのホームページをご覧ください。http://www.eltax.jp

●申告する必要がある方
　　平成 31年１月１日現在、北広島町内に事
業用に使用することができる償却資産を所
有している方は、平成 31 年度償却資産申告
書を提出する義務があります。

・ 資産の増減がない場合も、その旨を記載
し申告書を提出してください。

・事業を廃止（休業、廃業、合併など）し
ている場合は、申告書の備考欄にその旨
を記載し提出してください。

　　※ 売電・事業用の太陽光設備は課税の対象
となる償却資産です。

　※ 自動車税・軽自動車税の対象となる乗用
車・貨物自動車・自動二輪車などは除く。

お願い
①建物の状況が変わった（新築・解体など）
②土地の状況が変わった
このような場合は、税務課へご連絡ください。

問税務課 資産係
　IP ☎０５０－５８１２－１８５２
　〒７３１－１５９５
　北広島町有田 1234 番地

検索北広島町　償却資産

償却資産ってどんなもの？

発電事業

太陽光パネル、フェンス、
防犯装置、水力発電機 等

製造業

受変電設備、金型、貯水
設備 等

不動産
賃貸業

駐車場の舗装、フェンス、
その他屋外設備 等

理容
（美容）業

理容・美容イス、洗面設備、
テレビ 等

小売業
飲食業

陳列棚、看板、テーブル・
イス、厨房機器、レジ 等

償却資産の
一部を

紹介するモ～

税 情報 平成 31 年度　償却資産の申告について
償却資産（事業用資産）は、固定資産税の課税対象となります。
償却資産をお持ちの方は、毎年１月１日（賦課期日）現在に所有している償却資産について

１月 31 日までに申告することになっています。（地方税法第 383 条）

23 Public Relations Kitahiroshima
  2018.12



　
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　
12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　

世
界
規
模
で
の
エ
イ
ズ
蔓
延
の
防

止
、
エ
イ
ズ
患
者
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に

対
す
る
差
別･

偏
見
を
な
く
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
及
び
相
談

日
時　

12
月
11
日
（
火
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

会
場　
広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　
　
　
（ 

広
島
市
中
区
基
町
10
‐
52　

農
林
庁
舎
１
階
）

※
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
・
問

広
島
県
厚
生
保
健
課
保
健
対
策
係

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
１

●
電
話
相
談

（
財
）
エ
イ
ズ
予
防
財
団

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
‐
１
７
７
‐
８
１
２

携
帯
電
話
か
ら
は

　
☎
０
３
‐
５
２
５
９
‐
１
８
１
５

受
付
時
間　

　
 

平
日
午
前
10
時
～
午
後
１
時
、
午
後

２
時
～
５
時

　
12
月
10
日
は
世
界
人
権
デ
ー

世
界
人
権
デ
ー
は
、
第
３
回
国
連
総

会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
日

を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
、
今
年
で
70
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

日
本
で
は
、
直
前
の
１
週
間
（
12
月

４
日
か
ら
10
日
ま
で
）
を
人
権
週
間
と

し
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
12
月
８
日
・
９
日

の
両
日
、
広
島
駅
南
口
周
辺
で
「
ヒ
ュ

ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
ひ
ろ
し

ま
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
広
島

県
立
美
術
館
で
は
、
11
月
20
日
か
ら
25

日
ま
で
の
期
間
、
世
界
人
権
宣
言
採
択

70
周
年
記
念
「
世
界
人
権
宣
言
啓
発
書

画
」
全
国
巡
回
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
お
近
く
に
行
か
れ

た
際
は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
皆
さ
ん
は
人
権
３
法
に
つ
い

て
ご
存
じ
で
す
か
。
平
成
28
年
４
月
か

ら
12
月
に
か
け
新
し
く
施
行
さ
れ
た
次

の
３
つ
の
法
律
を
総
称
し
て
人
権
３
法

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

国
や
自
治
体
と
民
間
事
業
者
に
対
し

て
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差

別
を
禁
止
し
、
合
理
的
配
慮
を
提
供
す

る
こ
と
を
国
や
自
治
体
に
義
務
付
け
た

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」。

在
日
の
外
国
人
に
対
す
る
不
当
な
差

別
的
言
動
の
解
消
を
目
的
と
し
た
「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」。

現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る

こ
と
や
、
情
報
化
が
進
む
中
で
部
落
差

別
が
新
た
な
状
況
下
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
国
や
自
治
体
の
責
務
を
明
記
し

た
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」。

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
お
互
い
を
認

め
合
い
、
人
権
感
覚
を
高
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
１
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ

る
、「
た
が
い
に
認
め
合
い
・
共
に
生

き
る
・
人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

問
人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
IP
☎
５
０
２
０

　
広
島
県
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　
～
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ
～

　
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の
１

週
間
は
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

広
島
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お
り
被
害

者
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
お
困

り
の
と
き
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
性
犯
罪
相
談
電
話

　
☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
１
９
８
９

　
（ 

携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
プ
ッ
シ
ュ

回
線
は
局
番
な
し
の
＃
８
１
０
３
）

●
鉄
道
警
察
隊
ち
か
ん
被
害
相
談
所

　
☎
０
８
２
‐
２
６
３
‐
０
３
０
０

●
暴
力
団
関
係
相
談
電
話

　
☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
８
０
０
０

●
悪
質
商
法
相
談
電
話

　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
４
１
９
４

　
ま
た
、
公
益
社
団
法
人
広
島
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
電
話
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
☎
０
８
２
‐
５
４
４
‐
１
１
１
０
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生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ
　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ
　

　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て



3
さんまるいちまる

0 1 0 運動に取り組みましょう
　3010 運動とは　3010 運動は、宴会時の食べ残しを減らすためのキャンペーンです。
乾杯後 30 分間は席を立たずに料理を楽しみましょう、
お開き 10 分前になったら、自分の席に戻ってもう一度料理を楽しみましょう、
と呼びかけて、食品ロスを削減するものです。
　職場や知人との宴会から始めていただき、１人ひとりが「もったいない」を心がけ、
楽しく美味しく宴会を楽しみましょう。

忘年会・クリ
スマスの

時期が近づいて
きました

↓ 

切
り
取
っ
て
、
卓
上
三
角
柱
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
し
て

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す

問町民課 環境管理係　IP ☎０５０－５８１２－１８５４

　所得申告する本人または扶養親族等が障
害者手帳を所持している場合は、「障害者
控除」として一定金額の所得控除を受ける
ことができます。
　しかし、障害者手帳を持っていない 65
歳以上の方でも、寝たきりや障がい者に準
ずると認定される方には、「障害者控除対
象者認定書」を交付します。この認定書で
障害者控除を受けることができます。

障がいを知り、共に生きる

障害者手帳を持っていない 65 歳以上の方の障害者控除対象者認定書

平成 30 年分の控除を受けるには、
12月 28日までに認定を受けることが
必要です。
　申請についてのくわしい内容やご不明な
点は福祉課へお問い合わせください。

申 請 窓 口　福祉課地域福祉係
　　　　　　　　　各支所住民係
申請に必要なもの　印鑑、診断書など

障害者
軽度・中度の知的障害者に準ずる者
３級から６級の身体障害者に準ずる者

特別障害者
重度の知的障害者に準ずる者
１級、２級の身体障害者に準ずる者
ねたきり老人

対象となられる方の状態（めやす）

問福祉課 地域福祉係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１
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看護師・准看護師
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院
特別養護老人ホーム やすらぎ

（医）明和会 北広島病院
看護助手

（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

歯科衛生士
（医）共愛会 みやけ歯科医院

受付及び歯科助手
（医）共愛会 みやけ歯科医院
ありた歯科医院
介護職・介護支援専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
特別養護老人ホーム 正寿園
老人保健施設あけぼの
特別養護老人ホーム ゆりかご荘

小売店販売員など
Life shop かわすみ
ａｕショップ　北広島店

事務員など
（株）美和建設
広島県中古自動車販売商工組合

製造事務
丸二（株）

総務業務の管理職
広島イーグル（株）

安全衛生管理
広島イーグル（株）

旅行カウンター業務
たびーと ホープバス協同組合

営業事務
福山通運（株） 広島北支店

（有）ハナキ保険企画
営業・販売

テクノレイク（株）
喜楽鉱業（株）広島総合工場

（株）シバオ　広島サービスセンター
たびーと ホープバス協同組合

（有）ハナキ保険企画
土木建築作業員・設備作業員など

（株）竹下建設
（株）広栄建設産業
（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電機サービスセンター
（有）ビーエム
（有）ダイケン
豊平建設（株）

（有）日高工務店
桑本建材（株）

（株）服部組
（有）溝田組

現場・重機オペレーター
（株）下岡タイヤ産業
（有）溝田組

調理人
広島北ホテル

（株）誠企画

接客業務など
広島北ホテル

食品製造など
丸二（株）
広島協同乳業（株）
製造作業員（工場作業など）

（株）大田鋳造所 千代田事業所
テクノレイク（株）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
（株）セイユー
カトウ家具工芸（有）

（株）サステック
（株）タカノエンジニアリング
（株）中野石材
（株）ハタヤデザイン
（株）カセイ

北広島エコファクトリー 西日本リネンサプライ（株）
広島イーグル（株）
広島精密工業（株）氏神工場

（有）木下鉄工所
ブリヂストンタイヤサービス西日本（株）中国支社
徳山産業（株）
津久田工業（株）

（株）ジャパンエンジニアリング・ワークス 千代田工場
（株）ショウワコーポレーション

水処理施設維持管理職
千代田衛生興業（有）

産業廃棄物処理従事者
喜楽鉱業（株）広島総合工場

技術前処理係
喜楽鉱業（株）広島総合工場

工場内施設管理
広島協同乳業（株）
運転手（トラック・機械・バス・タクシーなど）
福山通運（株）広島北支店
喜楽鉱業（株）広島総合工場

（有）大朝交通
ちよだタクシー（株）
北広島タクシー

（株）下岡タイヤ産業
（株）竹下建設
（有）ダイケン
（有）豊平交通
桑本建材（株）

自動車技術（自動車整備）
車検の速太郎　千代田店

自動車検査員
車検の速太郎　千代田店

農業
（有）千代田ファーム
（有）北広島町農林建公社
益水興産（有）

農産物の管理・接客
豊平建設（株） 豊平どんぐり農園

スポーツ
大朝まちづくり（有）

倉庫作業
出水運輸センター（株）広島営業所
広島協同乳業（株）

（株）ショウワコーポレーション
保育士

蔵迫保育所

正社員の募集
看護師・准看護師

（医）社団慶寿会 千代田中央病院　
（医）明和会 北広島病院
（医）社団せがわ会 千代田病院
特別養護老人ホーム やすらぎ

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院　
介護職・介護支援専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
グループホーム・デイサービス　きららの里
社会福祉法人　三矢会
芸北小規模多機能ホーム・芸北デイサービス
特別養護老人ホーム ゆりかご荘
北広島町社会福祉協議会

（医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所
障害福祉サービス ホームきずな・ぴいぱぶ
あけぼの訪問介護事業所

歯科衛生士
（医）共愛会 みやけ歯科医院

受付及び歯科助手
（医）共愛会 みやけ歯科医院

栄養士
タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）

小売店販売員など
Life shop かわすみ

（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫
（株）フレスタ　サンクス店

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫
メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫

（株）ザグザグ（ドラッグストア ザグザグ千代田店）
ローソン千代田インター店
メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫
高谷（株）（ファッションハウスルックルック千代田店）
auショップ　北広島店
ローソン北広島町　蔵迫店
alzo 千代田店（アルゾ ちよだてん）

事務員など
福山通運（株）広島北支店
テクノレイク（株）
車検の速太郎　千代田店

（株）ハタヤデザイン
（株）大田鋳造所 千代田事業所

西日本高速道路ビジネスサポート（株）中国支店
（一財）広島県森林整備・農業振興財団　北広島事務所
大和ハウス工業（株）広島支社

医療事務・調剤薬局事務
千代田薬局

営業事務
（有）ハナキ保険企画

乗合タクシー　受付
ちよだタクシー（株）

土木作業員など
（有）ビーエム

調理人
特別養護老人ホーム やまゆり
タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）

（株）広鉄二葉サービス
千代田OGMゴルフ倶楽部

接客・調理補助など
千代田OGMゴルフ倶楽部

（有）新見仕出し店
（株）サルボ両備　寒曳売店
（株）広鉄二葉サービス
（株）フレスタ　サンクス店
芸北文化ランド

（株）むさし
（株）どんぐり村
広島北ホテル
田原温泉5000年風呂
お好み焼き 三八 松浦

接客・調理補助など
のどか　旬菜屋

（株）バルコム（長笹 樂山）
（株）亀の家（アザレア千代田）

タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）
（株）誠企画
和食　みや島
Café＆dining　ほんまる
きたひろ市場
へんぽこ茶屋

食品製造など
（株）タカキベーカリー  千代田工場
（株）フレスタ　サンクス店
（株）MINING（まいにんぐ）

製造作業員（工場作業）
（株）キャリアメイク
（株）セイユー
（株）ショウワコーポレーション
（株）タカノエンジニアリング
オオアサ電子（株）

（株）ハタヤデザイン
（株）サルツ
テクノレイク（株）

（株）カセイ
（株）やまびこ　広島事業所
（株）進栄工業
日本機電西日本販売（株） 千代田センター
徳山産業（株）

（株）クリエイト
（株）ダスキンプロダクト中四国
（株）MINING（まいにんぐ）

排水処理場管理業務
広島イーグル（株）

郵便配達員
郵便局  千代田・豊平・大朝・芸北

清掃作業車�運転手
三次電工（株）北広島出張所

支援員+送迎員
放課後等デイサービス ららぽーと 千代田

検品・仕分け・梱包作業
姫路合同貨物自動車（株）ジュンテンドー芸北配送センター

（株）Kouei　Chemical（こうえい　けみかる）
倉庫作業など

エコートレーディング（株）広島支店
業務員

福山通運（株） 広島北支店
清掃

サマンサジャパン（株）
（有）ホームクリーン
三次電工（株）北広島出張所

（株）亀の家（アザレア千代田）
キャディ

千代田OGMゴルフ倶楽部
警備員

（株）タック
（株）ニットー 三次営業所

農業
（有）山本屋養鶏場
SUN  SMILE  FARM（さんすまいるふぁーむ）
西原牧場
西日本高速道路エンジニアリング中国（株）北広島農場

農産物の管理・接客
豊平建設（株）　豊平どんぐり農園

美容業
Appreciate（あぷりしぇいと）

保育士
大朝保育所
蔵迫保育所

保育士＋保育補助
蔵迫保育所

パートの募集

人情報コーナー求 平成30年11月1日現在 

問 北広島町求人情報センター（企画課 定住推進係内） 
    IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時
問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

不用品を買い取ると言ったのに
貴金属を買い取られた！！

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［10 月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 18,840 人 （33 減）

    転　入 32 人

    転　出 53 人

　 出　生 13 人

　 死　亡 25 人

    世帯数 8,591 世帯 （13 減）

◆ 7年に一度行われる「小原大元神楽」の
式年祭。この年に広報担当であることも何
かのご縁と思い、取材にお伺いしました。
夕方の神事や、未明の「綱貫」「御綱祭」。
写真を撮りながら、初めての光景にずっと
見入ってしまいました。集落の人口が減っ
ている中で、式年祭の開催にも多くのご苦
労があったそうです。また、夜通し続く行
事に、神職や神楽団、関係者の皆さんもお
疲れだったはず。それでも、朝霧の中、式
年祭の締めくくりとなる「神送り」に向か
う皆さんの笑顔からは、無事終えたことの
達成感や安堵感が伝わってきました。7年
後、ぜひご覧になってみてはいかがでしょ
うか。ちなみに、「小原大元神楽」の由来
などが記された冊子は、北広島町図書館で
借りることができます。

>>> Editor's postscript 編集後記

Stop
費者トラブル消

　「不用品を買い取るというので家に来ても
らったら強引に貴金属を買い取られた」など、
自宅で物品を買い取ってもらう際の訪問購入に
関する相談が全国の消費生活センター等に寄せ
られています。特に60歳以上の高齢者の割合
が全体の約７割を占めているのが特徴的で、中
には終活でまとまった不用品を処分する際にト
ラブルに遭うケースもみられます。

≪ひとこと助言≫　
● 突然訪問してきた購入業者は家に入れないよ

うにしましょう。
● 買い取りを承諾していない貴金属の売却を迫

られたら、きっぱり断りましょう。
● 購入業者から交付された書面をしっかり確認

しましょう。
● クーリング・オフ期間内は、購入業者に物品

の引渡しを拒むことができます。
● 購入業者とトラブルになった場合には、早め

に北広島町人権・生活総合相談センター（消
費生活相談室）または広島県生活センターに
ご相談ください。

（参考：見守り新鮮情報第 290 号）

11月30日（金）

●国民健康保険税［ 6 期 ］
●後期高齢者医療保険料［ 6 期 ］

●固定資産税［ ４期 ］
●国民健康保険税［ 5 期 ］
●後期高齢者医療保険料［ 5 期 ］

 12月25日（火）
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2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けて

柔道代表チーム
事前合宿中

11/21（水）
まで

会場　千代田運動公園
　　　千代田高等学校格技場
日程、会場など、くわしくは町ホーム
ページをご確認ください

柔道の国際大会（11月 23 日～25 日開催）

「グランドスラム大阪 2018」出場
代表チームは北広島町での合宿
後、大阪で開催される国際大会
に出場します

写真提供：ドミニカ共和国
　　　　　柔道競技連盟

ドミニカ共和国代表選手の事前合宿受入などに関する情報は、
町ホームページで紹介しています。
問教育委員会 生涯学習課　IP ☎０５０－５８１２－１８６４


